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　新
し
く
な
っ
た
浄
水
場

　
新
し
い
浄
水
場
が
森
山
町
４
丁
目
に

完
成
し
、
４
月
４
日
に
供
給
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
浄
水
場
の
施
設
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
起
き
て
も
影
響

の
な
い
よ
う
耐
震
構
造
で
建
設
さ
れ
、

水
の
浄
水
方
法
も
よ
り
安
全
で
安
定
し

た
水
質
を
確
保
で
き
る
方
法
に
変
更
し

ま
し
た
。

　
森
山
浄
水
場
は
、
下
米
田
地
区
全
域

お
よ
び
太
田
・
古
井
地
区
の
一
部
地
域

に
供
給
し
て
い
ま
す
。
一
日
当
た
り
約

５
、
４
０
０
ト
ン（
市
民
プ
ー
ル
　
メ
ー

５０

ト
ル
約
４
杯
強
）
の
水
を
飛
騨
川
よ
り

取
水
し
、
皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
用
水

と
す
る
た
め
、
ろ
過
や
殺
菌
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。

浄
水
場
の
浄
水
方
法

　
こ
れ
ま
で
の
浄
水
場
で
の
浄
水
方
法

は
、
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
う

薬
品
を
、
取
水
し
た
水
と
混
ぜ
合
わ
せ
、

砂
や
不
純
物
を
 塊
 に
し
て
沈
殿
さ
せ
、

か
た
ま
り

そ
の
上
澄
み
水
を
砂
で
ろ
過
し
、
さ
ら

に
き
れ
い
な
水
に
し
、
塩
素
消
毒
を
行

い
水
道
水
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
浄
水
場
の
浄
水
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
の
方
法
の
砂
ろ
過
ま
で
の
工
程

で
、
先
に
塩
素
消
毒
を
追
加
し
、
そ
の

後
、
さ
ら
に
膜
ろ
過
と
い
っ
て
表
面
に

無
数
の
小
さ
な
穴
の
開
い
た
膜
に
取
水

し
た
飛
騨
川
の
水
を
通
過
さ
せ
る
こ
と

で
、
水
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
の
穴
よ
り

も
大
き
い
物
質
を
取
り
除
き
、
塩
素
消

毒
を
し
て
も
死
滅
し
な
い
細
菌
類
な
ど

を
完
全
に
除
去
し
ま
す
。

　
新
し
い
浄
水
方
法
に
よ
り
、
き
れ
い

で
安
心
・
安
全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
洪
水
時
の
濁
っ
た
水
で
も

安
定
し
た
水
質
が
保
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
浄
水
場
の
施
設
に
は
、
浄
水
方
法
の

重
要
な
役
割
を
果
た
す
膜
ろ
過
処
理
装

置
が
４
基
あ
る
ほ
か
、
飛
騨
川
の
水
と

処
理
水
の
水
質
を
調
べ
る
水
質
監
視
装

置
、
浄
水
場
と
安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
た
め
の
配
水
タ
ン
ク
（
配
水
池
）
の

状
態
を
監
視
す
る
中
央
監
視
装
置
を
備

え
て
お
り
総
合
的
に
水
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
浄
水
す
る
過
程
で
排
出

さ
れ
る
泥
や
砂
に
つ
い
て
は
、
脱
水
機

設
備
に
よ
り
完
全
に
脱
水
さ
れ
、
そ
の

泥
や
砂
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
有
効

利
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
浄
水
場
の
屋
根
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
も
設
置
し
て
あ
り
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
浄
水
場
の
誕
生
・
よ
り
安
全
な
水
を
供
給

①屋根に設置した太陽光パネル。

　（財）新エネルギー財団の助成金

　で設置しました

②飛騨川の水と処理水の水質を調

　べる水質監視装置。常に水の状

　態を監視しています

③処理する過程で排出される汚泥

　を脱水する脱水機設備。完全に

　水分を取り除きます

▲浄水場と各配水池を監視する中

　央監視装置

▲通水が開始された、新しい森山

　浄水場

▲膜ろ過処理装置。耐塩素性病原

　生物を完全除去します

①

②

③

5

　
水
道
料
金
は
、
各
都
道
府
県
や
市
町

村
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
料
金
に
違
い
が
あ
る
の
は
、
各

市
町
村
に
よ
っ
て
、
川
か
ら
取
水
す
る

と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
井
戸
か
ら
取
水
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
ダ
ム
を
造

り
そ
こ
か
ら
取
水
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
方
法
・
過
程

に
も
違
い
が
あ
り
、
建
設
費
・
浄
水
費

に
も
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
わ

た
し
た
ち
の
市
の
よ
う
に
県
営
の
浄
水

場
か
ら
水
を
買
っ
て
い
る
市
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
ご
と
の
事
情
に

よ
っ
て
、
水
道
料
金
に
も
違
い
が
出
て

き
ま
す
。

　
市
で
は
、
消
費
税
を
除
き
平
成
６
年

４
月
か
ら
、
現
在
の
料
金
体
系
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　　
市
の
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
従

量
料
金
（
使
用
し
た
料
金
）
の
合
計
額
に

な
り
ま
す
。
１
ト
ン
当
た
り
１
７
５
円
、

税
込
み
で
１
８
３
・
７
５
円
で
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
は
、
１
本
当
た
り
約
０
・
３

７
円
に
な
り
ま
す
。

　
左
表
は
、
県
水
受
水
市
町
の
水
道
料

金
で
す
。
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い

る
　
ミ
リ
の
メ
ー
タ
口
径
で
、
１
カ
月

１３
に
　
立
米
（
㎥
）
使
用
し
た
場
合
の
水
道

２０
料
金
に
な
り
ま
す
。

　

　
大
地
震
の
際
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早

期
復
旧
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
震
に
強

い
水
道
に
す
る
た
め
、
配
水
池
な
ど
の

耐
震
補
強
、
耐
震
水
道
管
の
布
設
、
老

朽
水
道
管
の
布
設
替
え
な
ど
水
道
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
配
水
池

で
は
、
大
地
震
の
際
、
配
水
管
が
破
断

し
て
大
量
の
水
が
流
出
し
た
場
合
、
応

急
的
に
水
を
確
保
す
る
た
め
に
配
水
管

を
遮
断
す
る
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

の
際
に
は
、
柏
崎
市
に
職
員
を
派
遣
し
、

水
道
の
復
旧
活
動
を
実
際
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
地
震
に
備
え
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
を
強
化
し
、
緊
急

時
の
応
急
給
水
設
備
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　

気
に
な
る
水
道
料
金
に
つ
い
て

今
後
の
水
道
事
業

▲地震の際、水を確保するために

　作動する緊急遮断弁

６月１日から７日までは、 です。

　今年は、『ただいまア～　蛇口ひねって　水ごくり』

をスローガンに広報活動し、水道について皆さんに深く

知っていただきたいと考えています。

　水は大切な資源です。渇水時には、節水にご協力をお願

いします。

御嵩町　　　　　　３，９６９円

坂祝町　　　　　　３，９２０円

富加町　　　　　　３，８７４円

川辺町　　　　　　３，８３７円

瑞浪市　　　　　　３，７２７円

土岐市　　　　　　３，７２７円

美濃加茂市　　　　３，６７５円

恵那市　　　　　　３，５４１円

可児市　　　　　　３，３３９円

多治見市　　　　　３，０２４円

中津川市　　　　　２，７１９円
（旧中津川市）

口径１３mm　２０㎥使用時の
１カ月の水道料金（税込み）

県水受水市町の

一般家庭上水道料金

（平成２０年4月1日現在）

　水道事業が始まって５０年

　　　　　いつまでも安全な水を

特

集

第５０回

週 間水 道


